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じ

め清
代
中
期
と
く
に
乾
隆

・
嘉
慶
期
(
一
七
三
六
J
一
八
二

O
)
の
経
済
構
造
に
閲
す
る
問
題
関
心
が
、
と

(

1

)

 

み
に
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
営
一
該
時
期
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
重
要
な
も
の
の

一
つ
と
し
て
着
目
さ
れ
て
は
き
た
も
の
の
、
賞
誼
研
究
と

な
る
と
、
日
本
園
内
で
は
、
宗
数
反
蹴
や
封
外
聞
係
等
の
分
野
に
限
定
さ
れ
、
嘗
時
の
経
済
構
造
を
総
合
的
に
把
握
す
る
試
み
は
、
き
わ
め
て

(

2

)

(

3

〉

不
充
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
問
題
に
切
り
込
ん
だ
近
年
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、

近
年
、
清
代
史
研
究
に
お
い
て
は

我
々
の
眼
前
に
は

徐
々
に
で
は
あ
る

が
、
そ
の
構
造
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
も
ま
た
右
の
問
題
関
心
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
考
察
を
始
め
る
に

先
だ
ち
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

乾
隆
期
の
前
牢
と
く
に

一
0
年
代
ま
で
の
期
聞
は
、
清
朝
園
家
が
迫
り
来
る
諸
課
題
に
劃
し
如
何
な
る
理
念
と
具
髄
策
と
を
も
っ
て
封
慮
し



て
行
く
べ
き
か
、
そ
の
基
本
的
方
向
性
を
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
摸
索
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

4

)

 

六
世
紀
〉
以
降
に
お
け
る
中
園
的
な
経
済
護
展
の
諸
矛
盾
が
顛
在
化
し
た
時
代
と
し
て
評
債
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
先
行
す
る
祉
禽
的
現

寅
に
劃
す
る
園
家
の
劉
躍
が
後
手
に
回
り
、
充
分
な
貫
数
を
あ
げ
得
な
か
司
た
こ
と
に
基
づ
き
園
家
施
策
に
動
揺
の
生
じ
た
時
代
で
あ
っ
た
と

(
5〉

も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
わ
け
て
も
、
乾
隆
初
年
に
お
け
る
各
地
で
の
食
糧
暴
動
の
生
起
は
、
民
生
の
安
寧
を
至
上
課
題
と
し
た
時
の
篤
政
者

に
、
理
念
的
に
も
現
質
的
に
も
、
そ
の
早
急
な
解
決
を
強
く
迫
る
重
大
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
か
か
る
問
題
の
本
質
と
し
て
全
圏
的
規
模
(

6

)

 

乾
隆
一
三
年
(
一
七
四
八
〉
お
よ
び
一
八
年
〈
一
七
五
三
)
に
決
定
さ
れ
た

ま
た
そ
れ
に
射
し
て
園
家
は
如
何
な
る
封
躍
を
示
し
た

そ
れ
は
、
明
末
(

の
米
債
騰
貴
が
着
目
さ
れ
、

そ
の
抑
制
の
た
め
の
統
一
的
施
策
が
、

(
後
述
〉
。
こ
の
米
債
騰
貴
問
題
が
、
二

0
年
代
以
降
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
、

と
い
う
貼
の
解
明
が
本
稿
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、

既
に
黒
田
明
伸
氏
が
、

行
政
に
よ
る
穀
物
備
蓄
の
強
化

(

7

)

 

と
、
そ
の
現
地
で
の
調
達
方
針
が
一
定
の
成
功
を
牧
め
、
食
糧
需
給
の
中
期
的
安
定
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
技
上
の
駐
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
具
鐙
的
素
材
を
新
江
省
西
部
の
杭
州
・
嘉
輿
・
湖
州
三
府
(
以
下
、
新
西
と
呼
ぶ
)
に
求
め
、
乾
隆

期
を
中
心
と
し
て
、
首
地
に
お
け
る
食
糧
問
題
の
一
端
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
を
進
め
る
に
嘗
た
っ
て
は
、
以
下
の
諸
貼
が
追
究
さ

の
か

- 49ー

れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
明
末
以
降
、
長
江
米
穀
流
遁
に
包
掻
さ
れ
て
い
た
漸
西
の
米
穀
需
給
に
つ
い
て
、
そ
の
清
代
中
期
に
お
け

る
貫
相
を
解
明
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
嘗
一
該
時
期
の
長
江
米
穀
流
通
の
問
題
を
逆
照
射
し
て
み
る
。
二
、
清
代
中
期
の
食
糧
問
題
に
射
す
る
園

家
の
施
策
に
つ
い
て
、
新
西
と
い
う
具
種
的
な
場
に
お
い
て
検
討
し
、
食
糧
政
策
を
め
ぐ
る
中
央
政
府
と
地
方
政
府
と
の
聞
の
関
係
を
考
察
す

る

一
八
世
紀
J
一
九
世
紀
-
初
に
お
け
る
中
園
の
経
済
構
造
を
解
明
す
る
上
で
、
食
糧
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
の
有
数
性
に
は
、
嘗
然
の
こ
と

な
が
ら
、
一
定
の
限
界
が
存
在
し
よ
う
。
と
り
わ
け
、
史
料
上
の
制
約
を
も
含
め
て
、
取
り
扱
う
針
象
が
一
面
的
過
ぎ
る
と
の
批
剣
が
珠
想
さ

れ
る
。
本
稿
で
は
、
問
題
の
性
急
な
普
遍
化
を
極
力
避
け
る
と
共
に
、
と
く
に
経
済
政
策
の
問
題
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の

研
究
深
佑
の
た
め
の
一
素
材
を
提
供
し
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
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乾
隆
前
半
期
の
事
例

明
末
以
降
の
中
園
に
お
け
る
米
穀
流
通
は
、
長
江
中

・
上
流
域
の
穀
倉
地
帯
と
東
南
沿
海
諸
省
内
の
需
要
地
と
を
、
長
江
水
運
と
い
う
大
動

楓
橋
銀
に

一
回
一
集
積
さ
れ
、

脈
で
連
結
す
る
長
江
ル

1
ト
の
流
通
を
基
幹
と
し
て
展
開
し
た
。
周
知
の
如
く
、
長
江
流
通
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
米
穀
は
、
江
蘇
省
蘇
州
府
の

〈

8
)

さ
ら
に
、
こ
こ
を
第
二
の
搬
出
銭
貼
と
し
て
新
江
・
一
踊
建

・
北
方
諸
省
へ
と
流
れ
て
い
っ
た
。
街
江
省
内
の
大
消

費
地
た
る
漸
西
は
、
こ
の
ク
長
江
第
二
次
ル
l
ト
ψ

に
よ
る
米
穀
供
給
に
依
存
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
新
西
の
糧
食
は
、
長
江
米
穀
流
通
構

(
9
)
 

迭
に
包
括
さ
れ
て
、
四
川

・
湖
蹟
・
江
西
産
米
等
に
よ
り
補
填
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
西
の
需
給
関
係
を
い
ま
少
し
詳
細
に
み
て
み
る

(
凶
)

と
、
乾
隆
初
期
の
朱
倫
潟
「
裁
留
漕
糧
以
充
積
貯
剖
子
」
に、

新
東
一
帯
は
只
だ
本
地
の
兵
米

・
民
食
に
供
す
る
の
み
に
し
て
、

杭

・
嘉

・
湖
三
府
属
の
二
十
二
州
鯨
内
は
、
毎
年
躍
に
漕
・
白
正
耗
の
糧
米
、
南
秋
の
兵
米
を
耕
ず
べ
き
の
外
、
伺
ほ
木
地
の
倉

・
祉
の

積
貯
を
須
む
れ
ば
、
産
す
る
所
の
需
む
る
所
に
敷
ら
ざ
る
こ
と
、
言
を
待
た
ざ
る
な
り
。

即
ち
漸
江
省
分
の
如
き
は
、

更
に
祈
西
の
用
と
震
す
能
は
ず
。
其
の

- 50ー

と
あ
っ
て
、

嘗
時
、
抑
制
江
省
で
は
祈
西
l
新
東
聞
に
恒
常
的
な
需
給
関
係
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
新
西
の
米
穀
需
要
が
、
首
地
に
劃
す
る
漕
糧
・

(

日

)

白
糧
の
科
涯
に
基
づ
く
斯
西
産
米
穀
の
不
足
に
よ
っ
て
も
喚
起
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

以
上
の
如
き
位
置
に
あ
っ
た
祈
西
の
、
乾
隆
期

一
0
年
代
ま
で
の
食
糧
事
情
を

一
瞥
し
て
お
く
と
、
各
地
方
志
お
よ
び
『
高
宗
貫
録
』
を
通

覧
す
る
限
り
、
深
刻
な
規
模
の
災
害
や
米
債
騰
貴
朕
況
は
、
一
三
年
を
例
外
と
し
て
見
嘗
た
ら
な
い
。
食
糧
暴
動
の
頻
震
が
皇
帝

・
百
官
を
揺

る
が
し
た
乾
隆
初
年
の
中
園
祉
舎
に
あ
っ
て
、
新
西
の
食
糧
事
情
は
、
相
射
的
に
で
は
あ
る
が
、
さ
ほ
ど
逼
迫
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
以
下
、
乾
隆
二

0
・二

一
年
(
一
七
五
五
・
五
六
)
、
お
よ
び
二
四
年
(
一
七
五
九
〉
に
お
け
る
漸
西
の
被
災
事
例
を
取
り

上
げ
、
首
時
の
被
災

・
米
債
騰
貴
の
貫
情
と
、

府
の
総
穏
と
し
て
用
い
る
)
の
行
政
施
策
を
中
心
と
し
て
考
察
を
加
え
た
い
。

そ
れ
に
射
す
る
公
権
力
(
以
下
、
本
稿
で
は
と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
清
朝
中
央
政
府
と
地
方
政



乾
隆
二

0
・
二
一
年
の
朕
況
は
、
後
述
の
如
き
食
糧
暴
動
を
も
惹
起
せ
し
め
た
、

で
、
そ
の
概
況
を
地
方
官
僚
の
報
告
に
基
づ
い
て
み
て
み
よ
う
。

二
O
年
九
月
下
旬
の
段
階
で
米
穀
騰
貴
が
生
じ
、

か
な
り
深
刻
な
様
相
を
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ

一
O
月
中
旬
に
は
毎
石
二
南
六
、
七
銭
の
高
値
を
よ
ん
だ
。
こ
の
騰
貴
は
、
新
西
の
被
災

に
よ
る
と
共
に
、
江
蘇
省
の
被
災
に
伴
い
長
江
流
通
米
が
江
南
で
多
く
寅
買
さ
れ
た
結
果
、
江
南
か
ら
新
西
へ
の
供
給
が
減
少
し
た
た
め
に
生

起
し
た
。
同
年

一
二
月
に
は
、
湖
底

・
江
西
へ
の
委
員
採
買
ハ
後
述

・
筆
者
)
等
に
よ
る
米
穀
が
徐
々
に
搬
入
さ
れ
始
め
、

一
時
的
に
騰
貴
朕

態
の
改
善
が
諜
想
さ
れ
た
。
翌
一
二
年
を
迎
え
る
と
、
正
月
の
時
貼
で
は
米
貴
の
好
縛
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
二
月
以
降
に
は
再
び
高
騰
し
始

め
、
三
雨
を
超
え
る
高
値
の
肢
態
が
四
月
下
旬
ま
で
権
績
し
た
。
四
月
末
に
湖
贋
か
ら
一

O
高
石
の
倉
穀
が
委
員
採
買
に
よ
っ
て
搬
入
さ
れ
る

(

ロ

)

と
共
に
、
商
人
に
よ
る
搬
運
も
始
ま
り
、
五
月
以
降
、
か
か
る
騰
貴
も
よ
う
や
く
終
偲
段
階
を
迎
え
た
。

以
上
の
如
く
報
告
さ
れ
た
嘗
時
の
米
債
騰
貴
の
特
色
は
、
そ
れ
が
新
西
の
被
災
を
直
接
的
契
機
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
江
南
の
被
災
に
伴

う
首
地
の
米
貴
に
よ
っ
て
長
江
流
通
米
が
江
南
で
賓
り
捌
か
れ
、
そ
の
た
め
に
蘇
州
|
漸
西
聞
の
流
通
が
滞
っ
た
こ
と
か
ら
生
起
し
た
も
の
と

(
日
)

し
て
、
新
江
地
方
官
僚
に
受
け
止
め
ら
れ
た
黙
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
新
西
米
貴
に
つ
い
て
本
稿
で
確
認
す
る
こ
と
は
、
首
一
意
時
期
に
お
け

る
新
西
の
米
毅
需
給
関
係
、
お
よ
び
米
貴
抑
制
を
目
的
と
し
た
公
権
力
の
施
策
、
の
二
貼
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
ず
、
前
者
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
先
述
の
通
り
、
首
時
の
代
表
的
な
米
穀
消
費
地
の
一
つ
で
あ

っ
た
漸
西
の
需
給
関
係
は
、
長
江
米
穀
流
通
に
包
揖
さ
れ
て
お
り
、
長
江

- 51-

ル
ー
ト
の
第
二
次
搬
出
援
黙
で
あ
っ
た
蘇
州
を
経
由
し
た
長
江
流
通
米
に
そ
の
供
給
を
依
存
し
て
い
た
。
し
た
が
司
て
、
新
西
は
長
江
米
穀
流

通
上
に
お
け
る
二
次
的
消
費
地
と
し
て
、
蘇
州
な
い
し
は
江
南
に
、
基
本
的
に
「
従
属
」
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
を
除
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
と

(
日
比
)

い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、

(
地
方
政
府
主
催
の
公
的
財
源
を
使

(
時
)

用
し
た
、
委
員
一
恢
遣
に
よ
る
他
省
で
の
米
穀
買
い
付
け
〉
の
停
止
、
お
よ
び
常
卒
倉
等
の
倉
穀
の
現
地
補
墳
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
封
し
、
一
九

(
時
)

年
八
月
四
日
付
の
護
理
漸
江
巡
撫
印
務
布
政
使
周
人
臨
の
上
奏
で
は
、
幅
削
西
お
よ
び
郷
接
諸
膝
に
つ
い
て、

本
地
の
産
米
多
く
は
無
く
、
民
食
に
敷
ら
ざ
れ
ば
、
勢
ひ
其
の
越
境
を
阻
み
難
し
。
躍
に
准
さ
る
べ
き
は
、
銀
を
費
し
て
那
省
江
南
に
前

乾
隆
一
八
年
に
米
貴
抑
制
の
た
め
の
統
一
的
施
策
と
し
て
、

「
委
員
越
境
採
買
」
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と
い
わ
れ

た
だ
ち
か
へ

赴
し
、
米
賎
の
匿
を
探
聴
し
て
、
数
を
按
じ
て
採
買
し
、
債
の
賞
く
な
れ
ば
即
に
回
し
て
、
擾
累
を
致
さ
ざ
ら
し
め
む
こ
と
を
。

一
八
年
の
決
定
後
に
あ
っ
て
も
依
然
と
し
て
、
新
西
の
食
を
省
境
を
越
え
て
江
南
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
寅
情
が
訴
え
ら
れ

276 

て
い
る
。
二

0
・
二
一

年
の
米
貴
要
因
に
つ
い
て
、
新
江
布
政
使
同
徳
が
、

た
ま

今
杭
・
湖
枯
一
寸
の
郡
は
既
に
偏
災
を
被
り
、
是
に
本
地
の
産
す
る
所
は
既
に
甚
だ
し
く
は
贋
か
ら
ず
。
叉
た
加
へ
て
以
て
、
江
南
偶
た
ま
災

み

な

す

く

な

躍
を
被
り
、
外
来
の
一
商
一
販
は
倶
江
省
の
境
内
に
在
り
て
、
就
近
に
て
鰹
賀
す
れ
ば
、
来
新
有
る
こ
と
鮮
く
、
以
て
米
債
の
日
に
漸
く
増
長

す
る
を
致
す
。

(
口
〉

と
い
い
、
ま
た
杭
州
織
造
申
棋
が
、

た
ま

「
上
年
、
湖
・
紹
二
府
及
び
杭
州
の
仁
和
は
偶
た
ま
偏
災
を
被
る
。
更
に
粂
ね
て

江
南
の
需
米
甚
だ
多

(
時
〉

く
、
販
米
の
街
に
到
る
者
少
な
け
れ
ば
、
米
債
日
に
昂
し
」
と
い
う
が
如
き
漸
江
地
方
官
僚
の
分
析
は
、
右
に
述
べ
た
新
西
の
米
穀
需
給
関
係

を
考
え
る
と
き
、
基
本
的
に
安
嘗
な
も
の
と
評
債
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
米
賞
抑
制
に
劃
す
る
公
権
力
の
施
策
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
に
み
た
通
り
、

こ
こ
で
は
湖
贋

・
江
西
へ
の
委
員
採
買
策
が
質
施
さ

q
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れ
た
。
こ
れ
は
、

(四〉

辰
上
識
に
お
い
て
、
米
穀
産
出
省
分
(
本
上
識
で
は
、
四
川・

湖
庚

・
江
西

・
河
南

・
山
東
省
〉
の
地
方
官
に

射
し、

一商
人
の
搬
運
活
動
を
促
進
さ

(

却

)

せ
る
よ
う
に
指
示
す
る
一
方
、
二
一
年
正
月
庚
午
上
誌
で
は
、
江
蘇

・
漸
江
南
省
属
の
各
闘
に
お
け
る
米
・
豆
関
税
菟
除
の
指
令
を
下
し
て
い

る
。
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
漸
西
米
貴
に
封
す
る
公
権
力
の
施
策
が
、

一
八
年
の
原
則
が
例
外
的
に
緩
和
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
れ
を
補
強
す
る
形
で
、
乾
隆
一
帝
も
ま
た
二

O
年
一
二
月
甲

従
来
と
同
様
の
パ
タ
ー
ン
(
委
員
採
買
に
よ
る
米
穀
搬

入
と
米

・
豆
関
税
菟
除
〉
の
枠
内
に
お
い
て
賀
行
さ
れ

(
幻
〉
る。

ま
た
そ
れ
ら
が
悉
く
、
長
江
米
穀
流
通
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

と
こ
ろ
で
、
米
貴
が
ピ
l
ク
に
さ
し
か
か
り
つ
つ
あ
っ
た
一
二
年
正
月
に
、
嘉
輿
府
お
よ
び
杭
州
府
の
属
鯨
で
食
糧
暴
動
が
生
起
し
た
。
こ

れ
は
、

「倶
流
写
の
貧
民
、
及
び
務
手

・
無
籍
の
徒
有
り
て
、
賑
を
求
め
て
途
げ
ざ
れ
ば
、
富
戸
の
米
糧

・
食
物
を
強
索
す
る
の
事
有
り
」
と

(

忽

)

報
告
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
流
ち
の
貧
民
」
〈
他
省
か
ら
の
流
民
を
含
む
か
)
や

「
渉
手

・
無
籍
の
徒
」
が
、
食
を
求
め
て
富
裕
層
の
米
穀
他
の
食
糧



を
強
奪
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
暴
動
は
、
米
貴
朕
況
の
下
で
生
起
し
た
貼
に
お
い
て
、
乾
隆
初
年
に
各
地
で
頻
渡
し
た
そ
れ
と
、
基
本
的

(
幻
)

枠
組
み
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
地
方
権
力
は
こ
の
暴
動
に
封
し
、
参
加
者
を
巌
罰
に
慮
す
と
共
に
、
外
来
の
流
民
に
つ
い
て

(

担

)

は
賓
態
調
査
の
上
で
本
籍
へ
と
迭
還
し
、
ま
た
翫
西
籍
の
貧
民
に
は
卒
耀

・
炊
き
出
し
等
の
賑
削
策
を
施
し
、
か
つ
城
垣
の
補
修
を
行
な
う
公

〈
お
)

共
土
木
事
業
を
催
す
こ
と
等
を
質
施
し
た
。
右
の
う
ち
後
二
者
は
、
荒
政
の
一
環
を
魚
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
後
に
地
方

権
力
の
食
糧
問
題
へ
の
封
虚
と
い
う
観
貼
か
ら
再
述
し
た
い
。

さ
て
、
右
の
米
債
騰
貴
か
ら
三
年
後
の
乾
隆
二
四
年
秋
、
新
西
は
再
び
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、
「
漸
省
は
今
歳
歌
牧
な
り
。
十
六

(
部
)

云
々
」
と
い
わ
れ
た
通
り
、
そ
の
被
災
程
度
は
先
述
の
も
の
に
比
べ
る
と
、
ま
だ
軽
度
で
あ

年
及
び
二
十
一
年
に
比
す
べ
き
に
非
ず
と
雄
も
、

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
四
年
事
例
に
お
け
る
地
方
政
府
の
施
策
に
は
、
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
湖
南
省
か
ら

の
米
穀
搬
入
と
あ
わ
せ
て
、
一
帽
建
省
か
ら
も
米
穀
調
達
が
行
な
わ
れ
た
貼
で
あ
る
。
二
四
年
一
一
月
、
断
江
巡
撫
荘
有
恭
は
新
西
等
の
被
災
に

(
幻
)

謝
し
て
、
委
員
採
買
に
よ
る
湖
底

・
江
西
で
の
米
穀
買
い
付
け
の
許
可
を
求
め
る
上
奏
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
射
し
湖
北
巡
撫
周
碗
は
、
そ
の

(
お
)

困
難
性
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
代
案
と
し
て
湖
南
省
分
の
潜
糧
か
ら

一
五
宮
内
石
を
斯
江
の
採
買
委
員
に
引
き
渡
す
方
式
を
提
示
し
た
。
さ
ら
に

そ
の
後
、
間
新
総
督
楊
廷
一環は、
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杭

・
嘉
・
湖
は
偏
災
に
て
米
貴
し
。
蓋
米
も
て
海
運
通
ず
可
き
も
、
北
風
正
に
設
す
。
請
ふ
ら
く
は
、
先
に
一
帽

・
輿

・
泉

・
寧
四
府
属
の

か
さ

港
に
近
き
慮
の
倉
穀
於
り
、
十
高
石
を
動
援
し
、
新
一
商
に
議
し
て
買
運
し
耀
済
せ
し
め
、
仰
ね
て
蓋
属
に
筒
し
て
教
の
如
く
涯
援
し
、
南

風
の
起
く
る
を
侯
ち
て
、
内
地
に
運
入
し
補
倉
せ
し
め
む
こ
と
を
。

(

却

)

と
し
て
、
一
踊
建
省
沿
海
部
に
位
置
す
る
一
幅
州

・
輿
化
・
泉
州
・
一
帽
寧
四
府
麗
の
近
港
の
倉
穀
か
ら
、
合
計

一
O
高
石
を
供
出
し
、

そ
れ
を
断
江

一
商
一
人
に
搬
蓮
さ
せ
て
新
西
で
販
買
さ
せ
る
方
式
を
提
案
し
た
。
こ
の
方
式
は
、
蓋
商
産
米
穀
の
存
在
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
本
来
は
蓋
湾
米

を
斯
西
へ
搬
運
す
べ
き
も
、
北
西
季
節
風
に
よ
っ
て
内
地
へ
の
海
上
縁
遠
が
困
難
な
た
め
、
次
善
の
策
と
し
て
、
上
掲
諸
府
属
の
倉
穀
か
ら
融

277 

通
を
行
な
い
、
そ
の
補
填
は
海
運
が
可
能
と
な
る
翌
年
以
降
に
蓋
湾
米
を
も
っ
て
嘗
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
三
者
の
提
案
に
劃
し
て
、
乾
隆
一
帝
・
中
央
政
府
は
後
二
者
を
選
捧
し
、
荘
の
湖
康
・
江
西
で
の
委
員
採
買
案
は
却
下
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
湖
南
巡
撫
鴻
鈴
に
封
し
、
湖
南
省
の
常
卒
倉
に
お
け
る
定
額
融
剰
分
の
中
か
ら
、
一

O
高
な
い
し
二

O
寓

(

ω

)

(

汎
)

石
の
米
穀
酌
援
が
指
示
さ
れ
た
。
か
か
る
決
定
の
背
景
に
は
、
委
員
採
買
に
伴
う
買
い
付
け
先
へ
の
米
貴
波
及
を
危
倶
し
た
楊
の
見
解
が
存
在

則
ち
猶
ほ
未
だ
書
生
の
見
を
兎
か
れ
ざ
る
が
ご
と
し
」
と
す
る
一
方
、

(

鈴

)

ず
」
と
評
し
て
い
る
。
蓋
商
米
の
内
地
搬
入
を
前
提
と
し
た
、
新
西
へ
の
一
帽
建
倉
穀
の
融
通
を
内
貫
と
す
る
二
四
年
方
式
(
以
下
、
か
か
る
内
容

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
乾
隆
一
帝
は
、
荘
の
提
案
に
つ
い
て
「
荘
有
恭
は
心
本
に
他
無
し
と
睡
も
、
委
員
動
務
に
一
切
顧
慮
を
震
さ
ざ
れ
ば
、

や
や

楊
の
そ
れ
を
「
白
か
ら
楊
廷
嘩
の
奏
す
る
所
の
較
老
成
た
る
に
如
か

を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
語
を
使
用
す
る
)
は
、
次
簡
で
検
討
す
る
如
く
、

お
よ
び
嘉
慶
二

O
年
(
一
八
一
五
)
と
引
き
継
が
れ
た
。

そ
の
後
に
お
い
て
も
、
乾
隆
四
三
年
(
一
七
七
八
)
、
五

O
年

三

七
八
五
〉
、

つ
ま
り
、
断
西
の
被
災
・
米
債
騰
貴
時
に
公
権
力
が
行
な
う
米
穀
調
達
の
、

一
つ
の
雛
型
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、
こ
の
方
式
の
出
現
に
如
何
な
る
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
通
り
、
二
四
年
時
の
被
災
程
度
は
さ
ほ
ど
切
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迫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
買
施
さ
れ
た
米
穀
調
達
は
米
貴
珠
防
策
と
し
て
の
一意
味
合
い
が
強
か
っ
た
。
ま
た
賀
行
に
移
さ
れ
た
三
方
式

に
よ
る
調
達
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

O
高
石
な
い
し
二

O
高
石
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
脈
絡
か
ら
す
れ
ば
、
二
四
年
方
式
と
は
、
湖
南

省
か
ら
の
漕
糧
分
の
振
り
分
け
、

お
よ
び
常
平
倉
穀
の
除
剰
分
の
搬
運
と
、
相
互
に
補
完
し
あ
う
性
格
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ

二
四
年
時
の
針
策
が
基
本
的
に
は
長
江
米
穀
流
通
に
依
援
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
新
西
i
一
踊
建
聞
の
流
通
を

(
お
)

開
拓
し
、
行
政
備
蓄
の
米
穀
を
淑
江
一
商
人
に
搬
運
・
販
寅
さ
せ
た
黙
で
あ
る
。
地
方
政
府
が
主
導
し
た
米
穀
調
達
の
、
右
の
如
き
選
揮
肢
の
横

ろ
う
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、

大
は

一
方
で
新
西
に
お
け
る
長
江
米
穀
流
通
の
相
封
化
を
結
果
的
に
も
た
ら
し
、
他
方
で
は
、
委
員
採
買
に
よ
る
他
省
へ
の
米
貴
波
及
が
懸

念
さ
れ
た
結
果
、
そ
れ
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
、
二
四
年
方
式
貫
施
に
際
し
て
の
い
ま
一
つ
の

(
担
)

前
提
と
し
て
、
嘗
一
該
年
夫
に
お
け
る
一
帽
建
米
債
の
安
定
と
い
う
要
件
を
あ
げ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
二
四
年
方
式
の
一
意
義
と
し
て
蓋
湾
米
の
登
場
を
過
大
に
評
債
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
も
思



え
る
が
、

し
か
し
、
新
た
な
選
揮
肢
の
前
提
と
し
て
蓋
漕
米
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
買
で
あ
る
。
嘗
一
該
時
期
に
お
け
る
蓋
湾
米
の
流
通
に
閥
し

(

お

)

て
は
、
山
本
進
氏
が
米
禁
政
策
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
蓋
湾
米
の
内
地
へ
の
流
通
は
必
ず
し
も
園
滑
で
あ
っ
た
わ
け

で
な
く
、
園
家
の
米
穀
流
通
管
理
の
枠
内
に
お
い
て
制
約
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
逆
に
、
蓋
湾
米
流
遁
の
意
義
そ
の
も
の
を
過
少
評

債
す
べ
き
で
な
い
と
氏
が
い
う
如
く
、
筆
者
も
ま
た
、
嘗
一
該
時
期
に
お
け
る
米
穀
流
通
の
選
捧
肢
の
擦
が
り
と
い
う
黙
に
お
い
て
、
蓋
一
種
一
米
の

存
在
を
評
慣
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、
長
江
米
穀
流
通
の
問
題
と
絡
め
て
後
に
言
及
し
た
い
。

乾
隆
後
半
期

・
嘉
慶
期
の
事
例

江
全
省
の
卒
均
米
債
は

一
雨
四
、

そ
の
後
の
展
開
過
程
を
あ
と
寺
つ
け
て
み
た
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
前
西
に
お

(
お
〉

一
九
年
後
の
乾
隆
四
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
秋
に
お
け
る
新
西
の
米
穀
作
柄
朕
況
は
、
天

〈

幻

)

一
O
月

一二
日
付
の
新
江
提
督
李
茶
龍
上
奏
に
よ
れ
ば
、
杭
州

・
嘉
興
が
九
割
強
、
湖
州
が
八
割
強
、
町

五
銭
J
二
雨
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
間
新
綿
督
楊
景
素
は
、
そ
の
賦
況
を
「
本
年
晩
稲
盟
登
な
れ
ば
、
蓋
蔵

(
叩
品
)

は
充
裕
に
し
て
、
糧
債
も
亦
た
復
た
中
卒
た
り
」
と
評
債
し
た
。
断
西
の
豊
作
が
い
わ
れ
た
こ
の
年
に
、
二
四
年
方
式
が
貫
施
さ
れ
た
の
で
あ

(
却
)

お
よ
び
郡
江
巡
撫
王
宣
望
の
三
名
連
記
に
よ
る
次
の
如
き
上
奏
が
矯
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本
簡
で
は
、
先
に
検
討
し
た
乾
隆
二
四
年
方
式
に
つ
い
て
、

い
て
こ
の
方
式
が
再
び
採
用
さ
れ
た
の
は
、

候
に
恵
ま
れ
た
た
め
概
ね
良
好
で
、

る
。
四
三
年
一

一
月
三

O
日
に
、
一
幅
建
巡
撫
黄
検
・
聞
新
組
督
楊
景
素
、

さ
れ
、
二
四
年
方
式
の
採
用
が
設
か
れ
た
。

本
年
聞
く
な
ら
く
、
江
西
・
湖
底
の
産
米
の
省
分
に
閉
ま
被
災
有
り
て
、
本
地
の
債
値
は
未
だ
卒
ら
が
ず
。
而
し
て
都
省
の
江
蘇
も
亦
た

豊
穫
に
非
ざ
れ
ば
、
客
米
の
彼
に
到
る
に
遇
ふ
毎
に
、
即
ち
江
蘇
に
在
り
て
債
を
得
て
筈
貰
し
、
樽
運
し
て
新
に
到
る
者
は
、
甚
だ
参
謬

た
る
に
属
す
。
故
に
現
在
晩
稲
の
豊
登
に
値
た
る
と
雄
も
、
新
西
の
糧
債
は
未
だ
卒
減
を
見
ず
。

一
た
び
来
歳
の
育
美
不
援
に
至
れ
ば
、
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民
食
に
閲
暁
無
き
に
あ
ら
ざ
ら
む
こ
と
を
恐
る
。

今
斯
西
の
杭
・
嘉
・
湖
三
府
は
既
に
外
販
の
宰
至
に
因
り
、
贋
に
調
剤
を
需
む
べ
し
。
而
る
に
新
東
八
府
は
豊
牧
に
属
す
と
雄
も
、
亦
た

誠
に
債
値
の
日
に
昂
く
、

(中略。

二
四
年
時
の
米
穀
調
達
方
法
を
述
べ
る
:
・
:
引
用
者
註
)
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援
運
し
て
接
済
す
る
に
難
し
。
惟
ふ
に
、
間
省
の
蓋
潤
は
向
よ
り
産
米
の
郷
と
稽
し
、
現
在
倉
貯
は
充
裕
に
し
て
、

且
つ
海
運
の
逼
ず
ベ

く
、
税
聡
の
甚
だ
易
け
れ
ば
、
則
ち
前
例
に
援
照
し
て
、
蓋
穀
を
酌
接
し
、
招
一
商
し
て
買
運
せ
し
む
れ
ば
、
淘
に
以
て
皇
仁
を
庶
民
く
し
て

哀
盆
に
資
す
る
に
足
ら
む
。
但
だ
現
在
亦
た
、

北
風
の
盛
衰
に
値
た
れ
ば
、
蓋
穀
は
還
に
運
び
て
新
西
に
至
ら
し
む
る
に
難
し
。
臣
楊
景

索
、
臣
賞
検
と
、
往
返
し
て
札
商
し
、
亦
た
請
ひ
て
、
先
に
内
地
の
一
陥
州
府
麗
の
倉
内
於
り
穀
三
寓
五
千
石
を
援
し、

興
化
府
麗
よ
り
穀

一
高
五
千
石
を
捜
し
、
泉
州
府
属
よ
り
穀
三
高
五
千
石
を
接
し
、一
幅
寧
府
属
よ
り
穀

一
高
五
千
石
、
共
に
十
高
石
を
援
せ
し
め
む
。
臣
王

一
回
一
監
は
杭
・
嘉

・
湖
三
属
の
股
買
な
る
一
商
民
に
暁
識
し
、
自
ら
聞
省
の
官
倉
に
赴
き
て
陸
績
と
し
て
買
濯
し
、
運
び
て
乍
浦
に
至
り
、
其

か
さ

れ
を
し
て
杭

・
嘉

・
湖

一
帯
に
在
り
て
、
自
ら
耀
買
を
行
な
は
し
む
る
を
聴
す
。
的
ね
て
蓋
湾
府
に
節
し
て
、
府
倉
の
現
貯
の
穀
二
十
二

よ

寓
除
石
の
内
於
り
、
南
風
の
汎
起
を
侠
ち
て
、
内
地
の
各
層
の
接
出
せ
る
穀
数
を
按
じ
て
運
還
補
倉
せ
し
む
。

些
か
長
文
の
引
用
と
な
っ
た
が
、
右
の
上
奏
か
ら
は
次
の
諸
貼
が
明
ら
か
と
な
る
。

一
、
江
西
・

湖
債
の
産
米
省
分
が
米
債
貴
で
、

ま
た
江
蘇

- 56ー

省
も
盟
牧
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
長
江
流
通
米
が
江
蘇
止
り
と
な
り
、
新
西

へ
の
供
給
が
少
な
か
っ
た
こ
と
。
二
、
そ
の
た
め
に
、
新
西
で
は

豊
作
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
米
債
が
安
定
せ
ず
、
翌
年
端
境
期
に
お
け
る
米
債
騰
貴
が
危
倶
さ
れ
た
こ
と
。
三
、
同
じ
く
豊
作
で
あ
っ
た
新

東
か
ら
の
供
給
の
可
能
性
は
、
低
く
見
積
ら
れ
た
こ
と
。
四
、
二
四
年
時
の
貫
績
が
高
く
評
債
さ
れ
、

そ
の
踏
裂
が
具
睦
的
に
提
案
さ
れ
た
こ

(

必

)

と
。
五
、

一隅
建
倉
穀
の
搬
運
に
つ
い
て
、
一
幅
建
|
乍
浦
|
斯
西
ル

1
ト
に
よ
る
新
江
一
商
人
の
搬
運

・
販
買
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
。

ち
か

「
新
西
三
府
は
来
歳
の
青
貰
不
接
に
、
食
費
の
虞
れ
を
菟
か
る
べ
き
に
庶
か
ら
む
、
云
々
」
と
も
い
わ
れ
る
如
く
、
新

向
上
奏
の
末
尾
に
、

西
の
四
三
年
時
に
お
け
る
こ
四
年
方
式
の
採
用
は
、
直
面
す
る
米
貴
へ
の
封
慮
を
第
一
義
的
な
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
江
西

・
湖
底
夙
お

よ
び
江
蘇
の
朕
況
に
基
づ
く
米
穀
供
給
量
の
減
少
を
捉
え
、
翌
四
四
年
の
端
境
期
に
お
け
る
米
債
騰
貴
を
未
然
に
防
止
す
ベ
く
、

ま
さ
に
繋
防

策
と
し
て
震
動
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
二
四
年
方
式
質
施
の
た
め
の
基
本
的
要
件
た
る
一
帽
建
米
債
の
安
定
が
、
こ
の
四

(

但

〉

三
年
時
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
四
年
方
式
が
賀
行
に
移
さ
れ
た
結
果
、
市
川
江
・
一
隅
建
地
方
官
僚
の
目
論
見
ど
お
り
、
新
西
の
米
債
は
、
そ
の
後
安
定
し
た
値
動
き
を
示
し



米
穀
は
漸
次
流
通
す
」
ハ
四
四
年
二
月
二

み
な

民
聞
の
有
米
の
家
も
、
倶
風
を
聞
き
て
出
耀
し
、
外
江
の

(

必

〉

一
商
販
も
亦
た
楕
を
連
ね
て
至
れ
ば
、
債
値
は
日
に
卒
減
に
就
き
、
云
々
」
(
同
年
四
月
三
百
上
奏
〉
と
報
告
す
る
よ
う
に
、
一
隅
建
倉
穀
一

O
寓

そ
れ
を
嘗
初
か
ら
景
園
し
た
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
結
果
的
に
、
そ
の
情
報
を
聞
き
つ
け
た
米
穀
商
人
お
よ
び
漸

た
。
巡
撫
王
室
望
が

(

必

〉

七
日
上
奏
)
と
、

「
現
在
、
一
商
民
は
陸
績
と
し
て
赴
運
し
、
外
販
も
亦
た
風
を
聞
き
て
至
れ
ば
、

ま
た
「
今
招
一
商
一
し
て
買
運
せ
し
む
る
闘
穀
の
漸
次
境
に
到
れ
ば
、

石
の
新
西
へ
の
融
通
が
、

西
内
の
富
裕
層
〈
「
有
米
之
家
」
〉
か
ら
米
穀
を
供
出
せ
し
め
る
。
呼
び
水
。
と
し
て
、

相
乗
数
果
を
も
た
ら
す
べ
く
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
こ

四
三
年
時
に
お
け
る
新
西
へ
の
供
給
減
が
、
き
わ
め
て
人
魚
的
に
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
看
取
さ
せ
よ
う
。

期
的
一
商
人
」
に
よ
る
利
潤
抽
出
の
一
方
の
柱
で
あ
る
「
回
積
・
居
奇
」
行
矯
(
買
い
占
め
・
寅
り
惜
し
み
に
よ
る
値
の
つ
り
上
げ
〉
は
、
巌
に
排
除

す
べ
き
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
官
僚
達
の
ロ
の
端
に
の
ぼ
っ
た
。
彼
等
の
行
震
は
情
報
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
買
い
占

(

必

〉

め
た
一
商
品
を
放
出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
司
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
右
に
み
た
四
三
年
の
斯
西
の
事
例

(

必

)

は
、
こ
の
一
つ
の
典
型
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

の
こ
と
は
、

「
前
削

さ
て
、
二
四
年
方
式
は
そ
の
後
、
乾
隆
五

O
年
、
嘉
慶
二

O
年
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
た
。
先
ず
前
者
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
は
次
の
通
り

- 57ー

で
あ
る
。

五
O
年
八
月
以
降
の
皐
災
に
よ
り
、
新
西
の
こ
の
年
の
米
穀
牧
量
は
薄
か
丹
、
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
湖
北
省
が
ま
た
皐
災
で
あ
っ
た
た
め
に

嘗
地
で
遁
薙
(
他
地
域
へ
の
搬
出
阻
止
行
篤
)
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
新
西
へ
の
米
穀
搬
運
が
滞
り
米
慣
が
騰
貴
し
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
公
擢

二
四
年
方
式
の
採
用
(
史
料
上
に
は
四
三
年
の
例
と
し
て
登
場
〉
、
お
よ
び
四
川
省
へ
の

力
は
、
湖
北
に
お
け
る
逼
懇
の
禁
止
、
新
西
で
の
卒
親
、

(

必

〉

委
員
採
買
を
も
っ
て
制
到
底
し
よ
う
と
し
た
。

右
の
如
き
内
容
が
語
ら
れ
た
五

O
年
の
事
例
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
に
、

一
年
の
端
境
期
に
諜
想
さ
れ
る
米
債
騰
貴
に
劃
す
る
致
防
策
と
し
て
、

こ
こ
に
お
い
て
も
四
三
年
の
場
合
同
様
、
翌
五
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公
権
力
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
新
江
巡
撫
一
幅
患
が
、

「
明
歳
の
青
責
不
接
の
時
に
至
り
、
米
少
な
く
債
昂
ず
る
を
恐
る
。
請
ふ
ら
く
は
、
乾
隆
四
十
三
年
の
例
に
照
ら
し
、
招
商
し
て
聞
省
葦
潤
の
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(

幻

)

倉
穀
を
販
運
し
、
以
て
胞
済
を
資
け
し
め
む
こ
と
を
」
と
い
い
、

乾
隆
一帝
が
そ
の
要
請
を
支
持
し
て
、
「
而
し
て
明
歳
の
育
英
不
接
の
時
、
本

す

す

(

必

)

境
に
米
糧
漸
く
少
な
く
、
外
省
の
一
商一
販
前
ま
ざ
れ
ば
、
必
ず
須
べ
か
ら
く
珠
め
器
置
を
帰
す
ベ

し
」
と
述
べ
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
窺

え
よ
う
。
第
二
に
は
、
こ
の
二
四
年
方
式
が
、
四
川
省
へ
の
委
員
採
買
と
相
互
補
完
的
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
四
川
へ
の
採
買
が
、
買

際
に
は
方
式
を

一
部
饗
更
し
て
質
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
四
川
綿
督
李
世
傑
の
「
査
す
る
に
、
委
員
の
川
に
到
り
て
民
聞
に
於
て
購
買
す
る

(
品
目
〉

は
、
未
だ
遅
滞
を
兎
か
れ
ざ
ら
む
」
と
の
剣
断
か
ら
、
四
川
省
が
省
外
搬
出
用
と
し
て
用
立
て
て
い
た
倉
穀
三

O
高
石
の
う
ち
、
既
に
湖
北
省

に
搬
出
済
み
の
一
五
高
石
の
中
か
ら
、
先
に
一

O
高
石
を
新
江
へ
と
振
り
向
け
る
方
式
へ
と
嬰
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
四
川
へ
の
委
員
採

(

印

)

買
は
、
か
の
李
衝
が
新
江
巡
撫

・
綿
督
時
代
の
薙
正
四
年
(
一
七
三
ハ
)
以
降
に
数
度
に
わ
た
っ
て
質
施
し
た
そ
れ
を
幼
仰
と
さ
せ
る
。
李
衛

採
買
が
、
四
川
省
内
最
大
の
集
散
地
た
る
重
度
を
中
心
と
し
て
、
一
般
市
場
に
お
い
て
催
さ
れ
た
の
に
封
し
、
乾
隆
五

O
年
時
に
は
、
方
式
の

鑓
更
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
買
質
的
に
は
四
川
倉
穀
が
「
採
買
」
の
掛
象
と
な
っ
た
貼
が
特
徴
的
で
あ
る
。
乾
隆

一
三
年
、

一
八
年
を
ピ

l
ク

(

日

)

と
し
て
論
議
さ
れ
た
、
委
員
採
買
を
原
因
と
す
る
他
省
へ
の
米
貴
波
及
と
い
う
論
理
を
念
頭
に
置
く
と
き
、
そ
れ
以
降
の
各
省
聞
に
お
け
る
米

- 58ー

穀
の
融
通
が
、
行
政
倉
穀
を
劉
象
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
傾
向
を
指
摘
し
て
大
過
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
嘉
麗
二

O
年
の
事
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
閲
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
筆
者
の
手
許
に
は
僅
か
な
史
料
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ

ら
に
よ
れ
ば
、
嘉
慶
一
九
年
の
五
・
六
月
の
少
雨
に
よ
っ
て
稲
が
枯
れ
て
し
ま
い
、
米
債
が
騰
貴
し
た
が
、

そ
れ
は
一
二
月
に
至
っ
て
も
縫
績

し
た
。
こ
の
朕
況
を
承
け
て
、
一
隅
建
巡
撫
王
紹
蘭
が
二
四
年
方
式
の
採
用
を
提
案
し、

二
O
年
二
月
丙
戊
上
誌
に
お
い
て
、
そ
れ
が
許
可
さ
れ

(
臼
)

た
。
こ
の
年
の
朕
況
に
つ
い
て
は
、
未
だ
そ
の
詳
細
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
二
四
年
方
式
の
認
可
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。

以
上
、
木
簡
に
お
い
て
は
、
二
四
年
方
式
の
採
用
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
と
、
前
節
で
指
摘
し
た
こ
の
方
式
の

二
大
特
徴
|

|
端
境
期
の
米
債
騰
貴
に
劃
す
る
預
防
策
、
長
江
米
穀
流
通
に
基
づ
く
施
策
と
の
相
互
補
完
ー
ー
は
、

一
貫
し
て
縫
績
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
位
上
の
貼
を
踏
ま
え
、
清
代
中
期
の
新
西
の
食
糧
問
題
に
射
し
て
公
権
力
が
行
な
っ
た
施
策
に
閲
し
て
、
次
の
如
き
見
通

し
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
他
省
か
ら
の
米
穀
供
給
に
依
存
す
る
新
西
で
は
、
流
通
サ
イ
ド
の
諸
要
素
に
規
定
さ
れ
た
、
短
期
的



な
米
債
騰
貴
が
生
起
し
た
。

貫
施
し
た
。
こ
の
食
糧
流
通
政
策
は

そ
れ
に
劃
し
て
公
権
力
は

長
江
流
通
米
(
倉
穀
〉
お
よ
び
一
帽
建
倉
穀

・
蓋
湾
米
の
融
通
に
基
づ
く
米
穀
調
達
を

一
定
程
度
の
貫
放
を
納
め
た
が
、
そ
れ
は
、
選
揮
肢
の
横
大
に
伴
う
米
穀
調
達
の
安
定
化
、
並
び
に
商一

業
流
通
促
進
の
相
乗
数
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
も
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

四

新
西
の
食
糧
問
題
||
中
央
と
地
方
ー
ー
ー

中
園
屈
指
の
米
穀
生
産
地
で
は
あ
る
が
、
税
糧
の
他
に
漕
糧
が
、

(

臼

)

は
白
糧
が
課
せ
ら
れ
、
園
家
の
米
穀
徴
牧
韓
系
の
下
に
あ
っ
て
は
域
内
の
需
要
を
ま
か
な
い
き
れ
な
か
司
た
こ
と
。
生
糸
、
絹
・
蹴
織
物
に
代

(
臼
)

そ
れ
に
伴
う
養
護

・
栽
桑
・
蹴
農
家
の
蹟
大
が
相
封
的
に
米
穀
生
産
量
を
減
少
せ
し
め
た
こ
と
。

上
質
の
梗
米
(
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
系
ウ
ル
チ
〉
を
産
出
す
る
、

さ
ら
に
湖
州
府
に

表
さ
れ
る
一
商
品
生
産
の
展
開
地
域
で
あ
り
、

加
え
て
、
穀
物
生
産
に
従
事
し
な
い
農
民
や
「
都
市
」
に
居
住
す
る
米
穀
消
費
者
の
増
大
、
お
よ
び
綿
鐙
的
な
人
口
増
加
等
に
基
づ
く
米
穀
需

(

日

)

要
の
増
進
。
そ
れ
に
比
す
る
と
こ
ろ
の
可
耕
地
面
積
の
停
滞
、
等
々
。
以
上
の
如
き
諸
要
件
に
規
定
さ
れ
た
新
西
の
米
穀
需
要
は
、
明
末
以
降
、

一
貫
し
て
他
地
域
(
江
南
)
か
ら
の
供
給
を
必
要
と
し
て
い
た
。
恒
常
的
に
糧
食
の
多
く
を
他
地
域
に
依
存
す
る
地
方
に
と
っ
て
は
、
安
定
し

た
食
糧
供
給
||

食
糧
流
通
こ
そ
、
短
期
的
事
象
と
し
て
生
起
す
る
性
質
の
食
糧
不
足
や
債
格
騰
貴
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
、
そ
の

不
安
定
や
停
滞
が
、
負
の
内
容
を
も
っ
食
糧
問
題
を
惹
起
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
右
の
こ
と
か
ら
み
て
、
嘗
該
時
期
に
お
け
る
新
西
の
食
糧
問

題
の
本
質
的
一
面
が
、
何
慮
に
存
在
し
た
の
か
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
性
質
を
も
っ
た
新
西
が
、
一
た
び
米
不
足
や
米
債
騰
貴

に
遭
遇
す
れ
ば
、
公
権
力
と
り
わ
け
地
方
政
府
が
荒
政
の
範
鴎
に
属
す
べ
き
諸
策
と
共
に
、
食
糧
流
通
政
策
を
も
っ
て
そ
れ
に
封
蕗
し
た
こ
と
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は
、
蓋
し
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
公
擢
力
が
行
政
施
策
を
逼
じ
て
食
糧
問
題
に
着
手
す
る
こ
と
は
、
前
近
代
中
園
に
お
い
て
逼
時
的
に

と
す
る
も
の
、

そ
れ
ら
は
多
く
の
場
合
、
飢
民
や
貧
民
の
救
済
を
目
的
と
し
て
食
糧
提
供
を
行
な
う
賑
仰
を
眼
目

(
日
刊
)

な
い
し
は
常
卒
倉
等
の
倉
穀
を
媒
介
と
す
る
緩
曜
に
よ
っ
て
穀
物
債
格
の
調
整
を
企
画
す
る
も
の
、
で
あ
っ
た
。
公
権
力
と
く

に
地
方
政
府
自
身
の
主
催
す
る
贋
域
聞
の
食
糧
流
通
に
よ
っ
て
食
糧
問
題
へ
の
劃
慮
が
計
ら
れ
る
事
例
は
、
明
末
の
段
階
を
迎
え
る
ま
で
確
認

確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

283 
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(

閉

山

)

さ
れ
な
い
。

こ
こ
で
一
日
一、

一八
世
紀
段
階
の
日
本
に
限
を
轄
じ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
勿
論
、
幕
藩
健
制
に
関
わ
る
園
家
構
造
の
相
違
、

並
び
に
米

穀
の
嘗
一
該
経
済
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
違
い
等
に
よ
っ

て
、
雨
者
を
軽
々
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、

と
も
に
米
穀
を
主
食
と

し
た
中
日
雨
社
舎
に
お
け
る
、
公
権
力
に
よ
る
食
糧
債
格
統
制
と
い
う
覗
酷
か
ら
、

日
本
一
近
世
の
そ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
意

味
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
徳
川
幕
府
の
米
債
統
制
に
つ
い
て
は
、
既
に
豊
富
な
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
享
保
期
(
一
七
二
ハJ
三
五
)
を
境
と

(

関

)

し
て
、

米
債
騰
貴
抑
制
策
か
ら
米
債
引
上
げ
策
へ
の
大
鴎
換
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
が
、
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
諸
藩
の
行
な
っ
た
債
格

統
制
策
と
し
て
は
、
次
の
如
き
方
策
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
常
卒
倉

・
義
倉

・
祉
倉
や
蔵
米
な
ど
の
備
蓄
米
の
放
出
。
-
t
産
米

藩
か
他
国
か
ら
の
供
給
に
依
存
す
る
藩
か
に
よ
っ
て
、
概
ね
正
反
射
の
方
策
と
な
る
が
、
他
藩

(
お
よ
び
江
戸
・
大
坂
)
と
の
聞
に
お
け
る
移

三
、
藩
内
に
お
け
る
商
人
活
動
(
買
い
占
め
、
値
の
つ
り
上
げ
、

酒
造
、
米
切
手
に
よ
る
取
り
引
き
等
)
に
封

出
入
を
許
可
な
い
し
禁
止
す
る
も
の
。
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す
る
規
制
。
以
上
に
包
掻
し
得
な
い
も
の
を
も
含
め
、
抽
総
じ
て
、
徳
川
時
代
の
幕
府

・
諸
落
に
よ
る
食
糧
債
格
統
制
の
試
み
は
、
商
人
活
動
に

(
印
)

到
す
る
規
制
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
八
世
紀
の
中
閣
に
お
け
る
委
員
採
買
の
如
く
、
地
方
政
府
が
流
通
過
程
自
践
に
、

買
賀

・
搬
運
の
主
位
と
し
て
登
場
す
る

食
糧
流
通
政
策
の
遂
行
は
、
食
糧
問
題
と
く
に
債
格
統
制
に
劃
す
る
公
権
力
の
施
策
な
る
貼
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た

し
た
が

っ
て

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、

一
八
世
紀
牛
ば
以
降
に
お
け
る
全
園
的
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
纏
績
と
い
う
、

清
朝
治
下
に
お
け
る
物

債
の
長
期
的
趨
勢
の
下
に
あ
っ
て
も
向
、
季
節
的
嬰
動
は
勿
論
、
流
通
サ
イ
ド
の
諸
要
素
に
深
く
規
定
さ
れ
て
、
食
糧
債
格
の
短
期
的
嬰
動
が

地
域
聞
の
債
格
連
動
を
伴
い
つ
つ
現
出
す
る
、
嘗
時
の
中
園
経
済
の
性
質
に
呼
臆
す
る
も
の
と
し
て
評
債
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、

清
朝
中
央
政
府
の
政
策
基
調
と
地
方
政
府
の
具
健
策
と
の
連
闘
に
つ
い
て
、
前
西
の
事
例
を
素
材
と
し
て
若
干

の
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。
清
朝
は
米
穀
を
は
じ
め
一商
品
一
般
の
流
通
に
闘
し
、一

貫
し
て
自
由
流
通
の
原
則
を
堅
持
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、

中
園
圏
内
に
お
い
て
。
有
無
相
ひ
通
ず
ペ
分
配
の
空
間
的

・
地
理
的
公
卒
化
を
基
本
理
念
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
問
題
は
、
そ



の
原
則
を
堅
持
し
た
際
に
生
じ
る
諸
矛
盾
の
庭
理
如
何
で
あ
る
。
一
商
人
・
富
裕
農
層
等
の
営
利
追
求
活
動
に
せ
よ
、
公
樺
力
の
行
政
施
策
に
せ

よ
、
そ
れ
が
自
由
流
通
を
阻
擬
す
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
た
時
、
そ
の
是
正
が
園
家
(
中
央
政
府
)
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
計
ら
れ
た
。
乾
隆
二
二

年
の
改
革
(
常
卒
倉
定
額
の
削
減
と
委
員
採
買
の
縮
小
、
お
よ
び
米
・
豆
関
税
菟
除
策
の
原
則
的
撤
駿
)
、
乾
隆
一
八
年
の
改
革
(
先
述
)
、
あ
る
い
は
遁
縫

(ω) 

の
巌
禁
な
ど
、
何
れ
も
一
商
業
流
通
の
促
進
・
活
性
化
を
企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
そ
の
決
定
後
、
乾
隆
期
全
般
に
わ
た
っ
て
存

(
臼
〉

績
し
た
と
い
わ
れ
る
一
八
年
改
革
は
、

各
地
方
政
府
の
行
な
う
採
買
を
域
内
〈
省
境
内
〉
完
結
型
の
そ
れ
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
省
境
を
越
え
る
委
員
採
買
を
契
機
と
し
た
他
省
へ
の
米
貴
波
及
の
根
を
断
つ
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
委
員
採
買
の
賓
態
に
お
い
て
は
、
民
間
の
一
商
業
行
潟
と
重
複
す
る
部
分
も
多
く
、
南
者
を
載
然
と
匡
別
す
る
こ
と
は
貫
質
面
に
お
い
て
困

(
的
出
)

難
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
民
間
一
商
業
流
通
と
地
方
政
府
の
食
糧
流
通
政
策
と
は
、
善
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
相
互
補
完
的
な
関
係
を
有
す

一
八
年
改
革
に
は
、

そ
う

る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
貼
に
お
い
て
、

根
本
的
矛
盾
が
内
在
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

一
八
年
の
決
定
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t工

一
方
で
中
圏
全
般
の
自
由
流
通
の
促
進
を
謡
い
、
他
方
で
地
方
政
府
の
行
な
う
採
買
・
流
通
を
省
内
に
限
定
す
る
、
民
間
と
公
と
の
峻
別

を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
貫
態
に
照
ら
せ
ば
、

そ
の
瑳
想
の
前
提
そ
の
も
の
が
既
に
虚
構
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
れ
が
長
期
縫
績
し
た
一
意
一
義
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
。

か
か
る
矛

盾
を
内
包
し
た
ま
ま
、

「
自
由
流
通
が
嘗
時
の
食
糧
問
題
を
激
化
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
と
同
時
に
、

'そ
う
し
た
自
由

(

臼

)

流
通
な
く
し
て
は
清
朝
経
済
は
た
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
の
示
唆
的
な
見
解
を
提
示
し
た
が
、
新
西
に
閲
す
る
朕
況
を
岸
本

流
に
表
現
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
清
代
中
期
の
新
西
に
お
け
る
食
糧
問
題
で
は
、
国
滑
な
自
由
流
通
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、

岸
本
美
緒
氏
は
こ
の
自
由
流
通
に
つ
い
て
、

安
定
し
た
需
給
関
係
と
そ
れ
に
基
づ
く
債
格
の
安
定
と
が
賞
現
し
た
が
、
同
時
に
か
か
る
自
由
流
通
を
要
因
と
し
て
、
米
不
足
や
米
債
騰
貨
が

生
起
し
た
の
で
あ
る
。
|
|
地
方
政
府
の
食
糧
流
通
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
食
糧
問
題
の
生
起
に
際
し
て
講
じ
ら
れ
、

か
つ
、

そ
の
質
施
に
嘗
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た
っ
て
は
中
央
政
府
と
く
に
皇
帝一
の
裁
可
が
求
め
ら
れ
た
。

(
臼
)

か
。
本
稿
で
み
た
新
西
の
事
例
か
ら
論
じ
れ
ば
、
新
江
地
方
官
僚
の
上
奏
↓
皇
帝
一
・
中
央
政
府
の
裁
可
と
い
う
手
順
を
経
て
、
具
鐙
的
施
策
が

こ
こ
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
関
係
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
得
る
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賀
行
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
キ
l

・ワ
l
ド
は
、

「
因
地
制
宜
」
・

「
因
時
制
宜
」
で
あ
る
。
早
く
こ
の
貼
に
着
目
し
た
岸
本
氏
は
、

こ
れ
ら
の
言
葉
を
、

「
中
央
レ
ベ
ル
で
の
様
々
な
決
定
は
、
必
ず
し
も
地
方
官
吏
の
行
動
を
巌
密
に
制
約
す
る
、

ふ
み
は
ず
す
こ
と
の
出
来
な

い
枠
で
は
な
」
く
、
む
し
ろ
「
地
方
毎
に
、
献
況
に
臨
じ
時
に
庭
じ
て
施
行
さ
れ
る
無
数
の
政
策
の
ベ
ク
ト
ル
を
集
約
し
て
基
本
的
方
向
性
を

(

臼

)

指
し
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
」
と
評
慣
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
断
西
に
お
け
る
食
糧
政
策
に
閲
し
て
は
、
自
由
流
通
の
促

進
と
他
省
へ
の
負
の
影
響
(
委
員
採
買
に
よ
る
米
食
波
及
の
如
き
)
排
除
と
い
う
、
二
大
方
針
に
照
ら
し
て
の
裁
可
が
中
央
レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
た

も
の
と
み
る
べ
き
で
、

そ
れ
は
「
大
枠
の
内
で
の
自
主
裁
量
の
認
可
」
と
し
て
評
債
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、

乾
隆
二

0
年
代
以
降
に
お
い
て

皇
帝

・
中
央
政
府
の
認
識
や
方
針
に
何
ら
か
の
嬰
化
を
看
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

〈
以
山
)

三
七
年
(
一
七
七
二
〉

一
O
月
美
未
上
誌
で
あ
る
。

第

一
一は

か
。
こ
の
貼
に
閲
し
て

注
目
す
べ
き
二
つ
の
上
識
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

(

門

別

)

こ
こ
で
乾
隆
一
帝
は
、
山
東
巡
撫
徐
績
の
報
告
す
る
「
糧
債
皐
」
に
「
債
昂
」
と
の
註
樟
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
年
の
山
東
豊
作
と
の
矛
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盾
を
突
く
。
そ
し
て
そ
の
原
因
が
、
三

O
年
も
以
前
の
寅
叔
琳
(
山
東
布
政
使
)
に
よ
る
債
格
評
定
が
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
分

析
し
、
同
様
の
事
態
を
他
省
の
場
合
に
も
想
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
寅
情
を
積
年
の
阻
習
と
し
て
論
難
す
る
乾
隆
一帝
は
、
改
め
て
三
J
五
年
前

の
慣
格
を
基
準
と
し
た
米
債
の
評
債

・
報
告
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
嘗
時
の
米
債

・
物
債
に
闘
し
て
、

ょ

乾
隆
三
年
自
り
今
に
至
る
ま
で
、
亦
た
己
に
三
十
徐
年
。

嘗
時
の
所
謂
貧
債
は
、

天
下
に
米
を
食
は
ざ
る
の
人
無
く
、
米
債
は
既
に
長
じ
、
凡
そ
物
債
・
夫
工
の
類
も
此
れ
に
準
じ
て
遁
加
せ
ざ
る
は
莫
き
を
や
。

と
述
べ
て
、
乾
隆
初
年
の
米
債
と
の
射
比
か
ら
三
七
年
段
階
に
お
け
る
債
格
上
昇
を
読
き
、
あ
わ
せ
て
食
米
人
口
の
増
大
を
要
因
と
す
る
米
債

即
ち
週
来
の
所
謂
賎
慣
に
係
る
。

(
中
略
)
況
ん
や
、

上
昇
、
並
び
に
米
債
に
準
捜
し
た
諸
物
債
一
般
の
連
動
的
上
昇
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
印
)

子
上
識
が
注
目
す
べ
き
第
二
の
も
の
で
、

右
の
黙
に
も
関
わ
る
、

三
八
年
(
一
七
七
一
二
)

一
一
一
月
戊

現
今
海
寓
の
戸
口
は
繁
滋
な
れ
ば
、
以
て
数
計
し
難
し
。
各
省
の
糧
債
の
如
き
は
、
増
有
る
も
減
無
け
れ
ば
、
即
ち
滋
生
繁
庶
の
徴
と
粛

す
ベ
し
。
況
ん
や
人
数
既
に
多
け
れ
ば
、
白
か
ら
地
に
遺
利
無
し
。
安
ぞ
復
た
未
だ
闘
か
ざ
る
の
瞭
土
有
り
て
、
贋
く
墾
種
升
科
を
篤
す



を
得
む
や
。

と
し
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
食
糧
債
格
の
上
昇
と
人
口
増
加
と
の
直
接
的
連
闘
を
説
く
と
共
に
、
開
墾
地
の
不
足
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
な

(

伺

〉

が
ら
、
か
つ
て
乾
隆
八
年
(
一
七
四
三
〉
お
よ
び
一
二
年
(
一
七
四
七
〉
の
段
階
に
お
い
て
示
さ
れ
た
彼
の
認
識
は
、
こ
れ
と
は
正
反
劉
の
も
の

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
米
債
漸
増
の
要
因
を
人
口
増
加
に
求
め
た
嘗
時
の
地
方
官
僚
の
一
般
的
理
解
に
射
し
て
、
抜
本
的
疑
念
を
表
明
し
て
い
た

(

初

)

の
で
あ
る
。
雨
者
を
封
比
す
る
と
き
、
そ
の
認
識
の
一
八

O
度
の
轄
換
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
か
か
る
逆
輔
が
、
か

つ
て
の
認
識
の
誤
り
を
乾
隆
一
帝
自
ら
が
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま
い
。
む
し
ろ
、
三

0
年
代
後
牢
の
米
債
上
昇
に
闘
す

る
要
因
分
析
に
お
い
て
、
人
口
の
縫
起
的
増
大
が
そ
の
一
大
要
因
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
と
評
債
す
る
方
が
、
乾
隆
一
帝
の
認
識
襲
化
を
説
明

す
る
上
で
は
安
首
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
三

0
年
代
後
牢
の
米
債
上
昇
要
因
と
し
て
、
人
口
増
加
、
米
穀
需
要
の
増
大
、
開

墾
地
の
不
足
等
が
乾
隆
一
帝
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

か
く
の
如
き
認
識
の
下
、
そ
れ
以
降
に
お
い
て
、
乾
隆
朝
園
家
が

何
か
特
筆
す
べ
き
政
策
を
寅
施
し
た
の
か
否
か
。
管
見
の
範
圏
で
は
、
否
で
あ
る
。
た
だ
、
右
の
こ
と
と
直
接
関
連
す
る
も
の
か
ど
う
か
検
討

が
必
要
だ
が
、
乾
隆
年
聞
に
お
い
て
は
、
四
度
三
一

・
三
五
・
四
三
・
五
五
年
)
の
税
糧
普
菟
と
、
三
度
(
三
一

・
四
五

・
六
O
年
〉
の
漕
糧
鏑
菟

(
九
〉

が
全
園
的
に
質
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
主
と
し
て
三

0
年
代
以
降
に
集
中
し
て
い
る
黙
は
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
税
糧

・
漕
糧
の
菟
除
と

(η) 

園
家
財
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
乾
隆
一
帝
は
「
園
庫
の
充
貫
」
を
根
援
と
す
る
見
解
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
護
想
に
基
づ
く
施
策
は
、

被
災
や
米
債
騰
貴
時
に
各
地
で
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
た
、
漕
糧
の
裁
留
策
(
漕
糧
の
地
方
政
府
へ
の
縛
用
)
に
お
い
て
も
額
著
で
あ
る
。
乾
隆

一

(
明
日
)

六
年
(
一
七
五
一
)
六
月
辛
酉
上
誌
に
い
う
、
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「
朕
思
へ
ら
く
、

民
食
を
接
済
す
る
は

裁
漕
の
一
法
よ
り
善
な
る
は
莫
し
。

況
ん
や
目
今
の

天
儲
充
羨
な
る
を
や
」
と
の
認
識
か
ら
も
、
そ
れ
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

乾
隆
期
に
お
け
る
清
朝
の
食
糧
政
策
を
通
観
す
る
と
き
、
二

0
年
代
以
降
に
お
い
て
は
、

か
の
二
二
年
・
一
八
年
の
レ
ベ
ル
の
論
議
や
統
一

287 

的
施
策
の
貫
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
史
料
の
残
り
方
の
問
題
を
超
え
て
、
食
糧
問
題
の
よ
鎮
静
化
φ

を
示
唆
す
る
も
の

と
評
債
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
依
然
と
し
て
、
爾
後
に
大
き
な
課
題
を
残
し
て
い
る
。
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五

お

わ

り

本
稿
を
閉
じ
る
に
嘗
た
り
、
清
代
中
期
の
長
江
米
穀
流
通
の
問
題
貼
を
若
干
展
望
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
び
に
か
え
た
い
と
考
え
る
。

本
稿
で
考
察
し
た
新
西
米
貴
に
劃
す
る
公
権
力
の
施
策
の
う
ち
、
米
穀
流
通
政
策
に
閲
す
る
特
筆
貼
は
、

お
よ
そ
次
の
三
つ
に
集
約
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

一
、
清
代
中
期
に
お
い
て
も
、
前
西
の
米
穀
需
給
は
長
江
米
穀
流
通
に
包
掻
さ
れ
て
お
り
、
行
政
サ
イ
ド
の
食
糧
供
給
も
基
本
的

に
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
蓋
湾
米
の
内
地
搬
入
を
前
提
と
し
た
一
帽
建
倉
穀
の
供
出
、
断

江
商
人
に
よ
る
首
一
該
米
穀
の
搬
運
・
販
貰
方
式
が
乾
隆
二
四
年
に
登
場
し
、

そ
の
後
の
新
西
に
お
い
て
、
こ
の
方
式
の
纏
承
が
行
な
わ
れ
た
。

三
、
ニ
四
年
方
式
に
よ
っ
て
、
断
西
米
貴
に
劃
す
る
公
権
力
の
米
穀
調
達
は
複
数
の
選
捧
肢
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
、
街
西
に
関

す
る
長
江
米
穀
流
通
の
相
封
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
以
上
の
う
ち
、
第
三
貼
は
、

と
く
に
嘗
一
該
時
期
に
お
け
る
長
江
流
通
の
性
格
に
大
い
に
闘
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わ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
先
に
、
一
幅
建
省
の
米
穀
需
要
地
|
|
泉
州
・
湾
州
南
府
が
、
こ
の
時
期
既
に
長
江
流
通
に
基
づ
く
米
穀
需
給
の
従

(

九

)

来
の
閥
係
か
ら
ヰ
引
離
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
考
察
結
果
に
よ
っ
て
も
詮
明
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
江
蘇
な
い
し
は
長
江
中
・
上
流
産
米
地
の
米
債
騰
貴
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
供
給
滅
が
断
西
米
貴
の
一
大
要
因
と
し

て
語
ら
れ
た
と
き
、
一
帽
建
米
債
に
つ
い
て
は
そ
の
卒
減
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
二
四
年
方
式
の
賀
行
自
睦
、
一
帽
建
米
債
の
安
定
を

基
本
的
要
件
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
右
の
事
柄
は
、
江
蘇
l
一
隅
建
聞
の
需
給
関
係
に
基
づ
く
雨
者
の
債
格
連
動
が
生
起
し
な
か
っ

た
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
泉
州
・
潜
州
南
府
は
蓋
湾
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
産
出
の
米
穀
と
強
固
に
結
び
付
い
て
い

(

万

)

た
の
で
あ
っ
た
。

明
末
以
降
に
展
開
し
た
、
蘇
州
を
起
黙
と
す
る
新
西
お
よ
び
一
昭
建
泉
州
・
津
州
両
府
へ
の
長
江
流
通
米
の
搬
出
と
い
う
構
固
に
、

ク
長
江
第
二
次
ル

I
ト
タ
に
、
右
の
如
き
援
化
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
長
江
米
穀
流
通
そ
の
も
の
の
性
格
襲
化
・
位
置
嬰
化
を
看
取
す
る
必
要

性
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
長
江
一
商
品
流
通
に
お
け
る
最
大
援
黙
で
あ
っ
た
蘇
州
の
繁
築
は
、
一
八
世
紀
を
最
盛
期
と
し
、
一
九
世
紀

つ
ま
り



中
葉
の
五
港
開
港
以
降
に
お
い
て
は
、
上
海
に
経
済
的
中
心
都
市
と
し
て
の
位
置
を
取
っ
て
か
わ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
、

劉
石
士
口
氏
は
、
五
港
開
港
以
降
の
海
運
を
主
と
す
る
遁
粛
の
展
開
に
関
わ
っ
て
、
「
内
河
一
商
一
港
」
の
性
質
と
一商
業
匡
域
の
狭
陸
さ
か
ら
、
蘇
州

(

市

)

の
衰
退
を
説
明
し
て
い
る
。
か
か
る
命
運
を
辿
っ
た
蘇
州
に
闘
し
、
そ
の
繁
築
が
読
か
れ
る
一
八
世
紀
段
階
に
お
い
て
既
に
、
そ
の
相
関
化
が

〈

行

〉

徐
々
に
準
行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
長
江
米
穀
流
通
の
「
饗
質
」
は
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
明
士
木
清
初
以
降
の
中
園
経
済
の
展

開
を
、
流
通
面
に
お
い
て
全
面
的
に
パ

V

ク
・
ア
γ
プ
し
て
き
た
長
江
商
品
流
通
に
、
清
代
中
期
に
何
が
し
か
の
質
的
嬰
化
が
額
在
化
し
た
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
窮
極
的
に
は
、
明
末
以
来
の
経
済
護
展
の
、
新
局
面
ヘ
向
け
て
の
胎
動
を
暗
示
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
食
糧

生
産
構
造
、
商
品
生
産
の
準
展
、
一
商
人
活
動
の
展
開
等
、
今
後
に
残
さ
れ
た
解
明
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
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註(1
)

鈴
木
中
正
『
清
朝
中
期
史
研
究
』
煉
原
書
房
、
一
九
七
一
年
(
影
印

木
。
原
著
は
一
九
五
二
年
〉
は
、
そ
の
先
駆
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

(

2

)

海
外
に
お
い
て
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
賀
詮
研
究
が
登
場
し
て

い
る
が
、
本
稿
と
の
関
連
が
最
も
深
く
、
か
っ
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
全
漢
昇
氏
の
一
連
の
努
作
が
翠
げ
ら
れ
る
。
同
『
中
園
経
済
史
論

叢
』
第
二
加
、
新
亜
研
究
所
、
一
九
七
二
年
、
所
枚
。

(
3
〉
本
稿
と
の
関
連
が
深
い
も
の
の
み
翠
げ
て
お
く
。
岸
本
美
緒
「
清
朝

中
期
経
済
政
策
の
基
調
ill-
七
四

0
年
代
の
食
糧
問
題
を
中
心
に

1

1
」
『
近
き
に
在
り
て
』
一
一
鋭
、
一
九
八
七
年
、
山
本
進
「
清
代

前
期
の
卒
綿
政
且
ネ
|
|
採
買
・
倉
儲
政
策
の
推
移
|
|
」
『
史
林
』
七

一
巻
五
鋭
、
一
九
八
八
年
、
黒
田
明
伸
「
清
代
備
蓄
考
|
|
資
産
形
態

よ
り
み
た
経
済
構
造
論

l
l」
『
史
林
』
七
一
巻
六
鋭
、
一
九
八
九

年。

(
4
〉
岸
本
、
前
掲
論
文
、
一
九
頁
。

(

5

)

岸
本
、
前
掲
論
文
、
一
九
J
一一一一頁。

(

6

)

全
漢
昇
「
乾
隆
十
三
年
間
米
貴
問
題
」
『
慶
祝
李
済
先
生
七
十
歳
論

文
集
』
華
北
、
一
九
六
五
年
〈
全
、
前
掲
書
、
所
収
)
、
黒
田
、
前
掲

論
文
、
則
松
彰
文
「
清
代
中
期
の
経
済
政
策
に
闘
す
る
一
試
論
|
|
乾

隆
十
三
年
(
一
七
四
八
)
の
米
貴
問
題
を
中
心
に
|
|
」
『
九
州
大
間
半

東
洋
史
論
集
』
一
七
説
、
一
九
八
九
年
。

(

7

)

黒
田
、
前
掲
論
文
、
五
J
六
頁
。

(

8

)

安
部
健
夫
「
米
穀
需
給
の
研
究

l
l
『
薙
正
史
』
の
一
章
と
し
て
み

た
|
|
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
五
悠
一
鋭
、
一
九
五
七
年
(
同
『
清
代

史
の
研
究
』
創
文
祉
、
一
九
七
一
年
、
所
枚
〉
。

(

9

)

安
部
、
前
掲
書
、
五
一

O
頁。

(
m
N

〉
『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
一
一
一
九
、
戸
政
一
回
、
倉
儲
上
、
所
枚
。
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(

U

)

掘
削
江
省
内
の
米
穀
産
出
地
域
の
問
題
、
お
よ
び
新
西
に
刑
判
す
る
漕

糧
・
白
糧
の
科
波
に
つ
い
て
は
、
安
部
、
前
掲
書
、
四
八
二
頁
に
詳
し

、ν

(
ロ
〉
『
宮
中
楢
乾
隆
朝
奏
摺
』
肇
北
・

図
立
故
宮
博
物
院
、
第

一-
一瞬、

五
一
八
頁
、
新
江
巡
撫
周
人
駿
(
二

O
年
九
月
二

O
日
)
、
七
二
ニ
頁
、

掘
削
江
布
政
使
同
徳
(
二

O
年

一
O
月

一
九
日
)
、
七
一
七
頁
、

間
新
総

督
略
爾
吉
諮
問
(
向
上
)
。
第

一
一
一
一
輯
、
一
五

O
頁
、
周
人
験
(
二

O
年

一二
月
三
日
〉
、
一
二
五
頁
、
周
人
駿
(
二
O
年

一
一
一
月
一
一

一
日
〉
、
五

四
六
頁
、
略
筒
吉
善
(
一
二
年
正
月
二
四
日
〉
、
六
五
六
頁
、
略
爾
吉

善
〈
一
二
年
二
月
九
日
〉
、
七
五
九
頁
、
略
爾
士
口
善
(
一

二
年
二
月
二
五

日
〉
。
第
一
四
輯
、
二
五

O
頁
、
略
爾
吉
善
(
一
二
年
四
月
二
四
日
)
、

二
八
九
頁
、
郡
山
江
巡
撫
楊
廷
嘩
(
一
二
年
四
月
二
八
日
)
、
四
三

O
頁、

掘削
江
提
督
武
進
陸
(
一二

年
五
月
一
六
日
)
、
五
七
四
頁
、
略
磁
吉
善

ハ一

二
年
六
月
六
日
)
。
以
上
の
奏
摺
に
よ
る
。

(
日
)
二

0
・
二
一
年
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
郡
西
米
食
は
、
乾
隆
初
年

以
降
の
長
期
間
傾
向
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
短
期
的
幾
動
に
お
け

る
相
射
的
騰
貴
で
あ
っ
た
。
因
に
、
米
債
の
卒
滅
が
報
告
さ
れ
た
一
九

年

二

月

l
一一一
月
の
新
江
米
償
は
、
最
も
貴
い
所
で
二
雨
前
後
、
時
間

い
所
で
一
雨
な
い
し
一
雨
一
、
二
銭
と
い
わ
れ
る
。
『
宮
中
指
乾
隆
朝

奏
摺
』
第
一

O
輯
、
七
八
頁
(
一
九
年
一
一
月
一
五
日
)
、
お
よ
び
二

七
二
頁
(
一
九
年
一
一
一
月
一

O
日
〉
の
樹
新
総
督
略
爾
吉
善
上
奏
。

(
U
〉
薙
正
年
間
に
お
け
る
杭
州
府
と
蘇
州
府
の
米
僚
が
、
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル

に
推
移
し
た
こ
と
が
、
全
決
昇
・
王
業
鍵
「
清
難
正
年
閲
(
一
七
一
一
一
一
一

|
一
一
一
五
)
的
米
債
」

『
中
央
研
究
院
歴
史
誇
言
研
究
所
集
刊
』
第
三
O

木
、
一
九
五
九
年
〈
全
、
前
掲
書
、
所
収
)
に
よ
り
窺
え
る
。

(
日
)
黒
田
、
前
掲
論
文
、
五
J
六
頁
、
お
よ
び
則
松
、
前
掲
論
文
、
一
一
一
一
一

六
J
二
三
九
頁
。

(
日
)
『
宮
中
指
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
九
輯
、
=
九
六
頁
。

(
げ
〉
同
右
、
第
一
一
一
輯
、
七
二
ニ
頁
、
二

O
年
一

O
月
一
九
日
上
奏。

(
凶
)
同
右
、
第
一
一
一
一
瞬
、
七
四
九
頁
、
二
一
年
二
月
一
一
一
-
一
日
上
奏
。

(
印
)
『
官
同
宗
貫
録
』
巻
五

O
二。

(
初
)
同
右
、
各
五

O
四
。
米

・
豆
関
税
菟
除
策
の
護
想
に
つ
い
て
は
、
則

松
、
前
掲
論
文
、
参
照
。
向
、
税
糧
錫
羽
目
策
も
講
じ
ら
れ
た
が
、
本
稿

で
は
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
後
考
に
期
し
た
い
。

(
幻
)
光
緒
一
二
年
(
一
八
八
六
〉
刊
『
卒
湖
鯨
志
』
(
嘉
興
府
〉
各
四
、

建
置
下
、
関
梁
に
、

乾
隆
二
十
年
、
江

・
漸
歳
畿
、
米
債
涌
費
、
餐
石
値
白
金
四
雨
。
幸

闘
漸
卒
、
時
販
運
最
速
者
、

阪
有
遅
羅
米
云
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
木
を
居
間
す
と
思
わ
れ
る
、
乾
隆
二
二
年
(
一

七
五
七
)
刊
『
乍
滞
志
』
各
て
に
、

乾
隆
二
十
年
、
江
・
漸
放
機
、
米
債
開
閉
踊
、
毎
石
値
白
金
四
雨
。
幸

関

・
庚
米
市
営
陸
績
販
運
至
乍
、
流
通
内
地
、
穀
債
漸
卒
。
時
販
運
最

逮
者
、
阪
有
遅
羅
米
云
。

と
あ
る
。
逗
羅
(
シ
ャ
ム
)
米
を
含
め
、
乍
浦
経
由
で
内
地
に
流
通
し

た
と
い
わ
れ
る
一
晒
建
・
庚
東
の
米
褒
が
、
質
際
に
湖
西
へ
も
た
ら
さ
れ

た
の
か
、
誰
が
搬
運
し
た
の
か
、
米
貴
抑
制
に
貢
献
し
た
の
か
等
、
今

の
と
こ
ろ
剣
然
と
し
な
い
。
向
、
後
者
の
史
料
は
、
劉
石
吉

『
明
清
時

代
江
南
市
銀
研
究
』
中
薗
杜
倉
科
摩
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
六
三
頁

に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
幻
〉
『
宮
中
楢
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
一
一
一
一
輯
、
六
五
六
頁
、
二
一
年
二
月
九
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日
付
の
闘
漸
総
督
略
爾
吉
善
と
掘
削
江
巡
撫
周
人
駿
連
名
の
上
奏。

(
幻
〉
乾
隆
初
年
の
食
糧
暴
動
に
関
し
て
は
岸
本
氏
の
分
析
が
あ
る
。
岸

本
、
前
掲
論
文
、
一
九
J
一一一一
頁
。
向
、

一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
食
糧
暴
動
を
扱
っ
た
努
作
、
近
藤
和
彦
「
一
七
五
六
J
七
年
の
食

糧
蜂
起
に
つ
い
て
(
上
)
(
下
)
」

『
思
想
』

六
五
四
鏡
、
一
九
七
八
年
、

六
五
五
鏡
、

一
九
七
九
年
は
、
比
較
封
象
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な

論
黙
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
近
藤
論
文
の
存
在
は
、
松
塚
俊
三
氏

(
福
岡
大
事
〉
の
御
数
示
に
よ
る
。

(

U

A

)

前
掲
、
註
(
幻
)
の
略
爾
吉
善
・
周
人
駿
上
奏
。

(
お
〉
前
掲
、
註
(
国
)
の
申
線
上
奏
。

(
町
四
)
『
高
宗
質
録
』
巻
六

O
二
、
二
四
年
二
一
月
辛
卯
上
論
。
筒
、
二
ハ

年
の
凶
作
は
新
東
に
お
い
て
生
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
幻
)
同
右
、
各
六

O
て
二
四
年
一
一
月
甲
子
上
議
。

〈
お
)
同
右
、
上
稔
。
向
、
潜
糧
の
「
殺
留
」
に
つ
い
て
は
後
述
。

(
却
)
同
右
、
各
六

O
一
、
二
四
年
二
月
是
月
の
僚
、
関
祈
総
督
楊
延
嘩

上
奏
。

(
鉛
)
同
右
、
巻
六

O
二
、
二
四
年
一
一
一
月
丁
丑
上
議
。

(
M
M
)

同
右
、
上
誌
に
所
収
の
楊
廷
毒
上
奏
に
、
夫
の
如
く
い
う
。

掘
削
省
動
支
銀
三
十
六
高
雨
、
委
員
前
赴
江

・
楚
等
庭
買
米
、
恐
買
地

好
牙
・
市
倍
、
開
掘
削
省
官
買
過
多
、
昂
債
居
奇
、
有
妨
彼
地
民
食
。

是
以
批
令
、
時
柑
銀
数
酌
滅
。

(
勾
〉
同
右
、
上
議
。

(
お
〉
源
問
江
商
人
が
湖
西
|
一
滴
建
聞
を
恒
常
的
な
活
動
範
園
と
し
て
い
た
の

か
ど
う
か
、
ま
た
二
四
年
方
式
が
そ
の
可
能
性
を
拓
い
た
の
か
否
か
、

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

(
鈍
〉
『
高
宗
貧
録
』
巻
六
二
ハ
、
二
五
年
七
月
乙
卯
上
議
、
他
。

(
お
〉
山
本
進
「
海
禁
と
米
禁
l

|
清
代
関
掘
削
沿
海
の
米
穀
流
通
1

1
」

『
社
曾
経
済
史
皐
』
五
五
巻
五
鋭
、
一
九
八
九
年
。

(
鉛
)
田
仲
一
成
氏
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
、
杭
州
府
都
接
の
紹
興
府
新
山

燃
の
米
償
資
料
を
参
照
す
る
と
(
同

「
清
代
掘
削
東
宗
族
の
組
織
形
成
に

お
け
る
宗
洞
演
劇
の
機
能
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
四
四
巻
四

鏡、

一
九
八
六
年
)
、

四
三
年
を
起
黙
と
し
て
、
例
外
的
な
三
例
を
除

き
、
嘉
慶
七
年
ま
で
二
一
関
を
超
え
る
値
で
米
債
が
推
移
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。

(
幻
)
『
宮
中
楢
乾
隆
朝
秦
摺
』
第
四
五
輯
、

一
五
三
頁。

(
お
〉
同
右
、
第
四
五
輯
、
七
四
三
頁
、
四
三
年
一
一
月
三
O
日
の
闘
新
総

督
楊
景
索
上
奏。

(
鈎
)
同
右
、
第
四
五
瞬
、
七
五
一
頁
。
本
上
奏
は
、
乾
隆
四
九
年
(
一
七

八
四
)
刊

『
杭
州
府
志
』
巻
五

て

仰

政
、
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

(
必
)
従
来
よ
り
存
在
し
た
ル
l
ト
の
湖
行
た
る
一
騎
建
↓
乍
浦
を
含
め
、
こ

の
新
江
一
商
人
に
よ
る
搬
運
ル
l
ト
は
J
長
江
第
二
次
ル
l
ト
。
を
使
用

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

(
4
〉
『
宮
中
楢
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
四
六
瞬
、
二
二
六
頁
、
四
三
年
一
二
月

一
六
日
の
一
隅
建
巡
撫
黄
検
上
奏
、
他
。

(
必
)
同
右
、
第
四
七
輯
、
一
頁
。

(
必
〉
同
右
、
第
四
七
緒
、
四
四
三
頁。

(
仏
〉
『
宮
中
指
薙
正
朝
奏
摺
』
蓬
北
・
図
立
故
宮
博
物
院
、
第
一
一
一

瞬
、

五
五
一
頁
、
薙
正
一
一

年

(
一
七
三
三
〉
五
月
一

O
日
の
陵
東
総
督
郭

粥
遼
上
奏
に
、

続
査
米
債
騰
貴
、
皆
由
岡
戸
居
奇
。
彼
等
閑
張
米
舗
、
惟
利
是
圏、
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往
往
貌
作
謡
言
、
増
長
米
債
。
或

一
時
偶
風
、
則
云
此
風
必
鴛
早

兆
、
或
雨
日
連
雨
、

則
云
此
雨
必
係
水
徴
。

一
日
之
関
、
頻
増
債

値
、
一
庖
長
領
、

諸
庖
皆
然
。

名
日
開円行、

莫
敢
異
議。

と
あ
り
、
ま
た
康
照
末
の
禁
世
遠
「
輿
幅
削
江
策
撫
軍
請
開
米
禁
書
」

(
『
皇
靭
経
世
文
編
』
巻
四
四
、
戸
政
一
九
、
荒
政
四
、
所
収
。
同
史

料
は
、
同
治
一

O
年

(
一
八
七
一
)
刊

『
一
騎
建
通
士
山
』
巻
五
二
、
錨

娠
、
康
照
四
九
年
の
僚
の
割
註
に
も
収
載
)
に
、

且
泉
・
滋
之
人
、
或
有
倉
積
居
奇
者
、
知
米
船
将
至
、
必
争
先
時伏

線
、
民
心
自
定
笑
。

と
あ
る
も
の
な
ど
、
代
表
的
事
例
で
あ
ろ
う
。

〈
必
)
『
高
宗
貫
録
』
径

一
一
四
三
、
四
六
年
(
一
七
八
一
)
一

O
月
是
月

の
脇
陣
、
署
一
幅
一
建
巡
無
楊
魁
上
奏
に
、
四
三
年
に
湖
西

へ
融
通
し
た
分
の

一
焔
建
倉
殺
の
裏
湾
米
補
填
が
、
四
六
年
に
至
っ

て
も
進
捗
し
て
い
な
い

質
情
が
語
ら
れ
て
い
る
。

(
M
W
)

同
右
、
巻
一

二
三
七
、
五

O
年
八
月
己
亥
上
議
、
各
一
二
三
八
、
五

O
年
九
月
乙
卯
上
議
、
各
一

二
四
一
、
五

O
年
一

O
月
是
月
の
係
、
巻

一
二
四
七
、
五
一
年
正
月
乙
丑
の
係
。

(
灯
)
同
右
、
巻
一
二
三
八
、
五

O
年
九
月
乙
卯
上
裁
に
引
く
、
一
渦
怒
上

奏。

(
川
崎
)
同
右
、
上
議。

(
品
目
)
同
右
、

径

一
二
四
て
五

O
年
一

O
月
是
月
の
際
、
李
世
傑
上
奏。

(
印
)
李
衡
に
よ
る
四
川
採
買
に
つ
い
て
は
、
安
部
、
前
掲
書
、
五

O
二
J

五
O
八
頁
、
山
木
、
前
掲
註
〈
3
〉
論
文
、
四
五
J
四
七
頁
、
に
詳
し
い
。

(
日
〉
こ
の
論
理
に
つ
い
て
は
、

筆
者
自
身
、
先
に
論
及
し
た
こ
と
が
あ

る
。
則
松
、
前
掲
論
文
、
二
二
九
J
二
三
九
頁
。

(
臼
)
『
仁
宗
貫
録
』
各
二
九
五
、
嘉
慶
一
九
年
(
一
八
一
四
)
八
月
丙
子

上
議
、
各
三

O
O
、
一

九
年
一
一
一
月
戊
午
上
議
、
巻
三

O
三
、
二

O
年

二
月
丙
戊
上
議
。

(
臼
)

安
部
、
前
掲
書
、
四
八
一

l
四
八
三
頁
。

(
臼
)
安
部
、
前
掲
雲
、
四
二
六
J
四
二
七
頁
。

(
日
)
人
口
数
や
耕
地
面
積
等
に
関
し
て
、
最
も
ま
と
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
も
の
に
、
梁
方
仲
『
中
園
歴
代
戸
口
、
団
地
、
田
賦
統
計
』

上

海
人
民
出
版
社
、
一
九
八

O
年
が
あ
る
。

(
閃
)
唐
宋
J
清
代
の
常
卒
倉
他
の
倉
穀
に
つ
い
て
概
観
し
た
も
の
に
、
星

斌
夫
『
中
園
の
社
舎
一幅
祉
の
歴
史
』

山
川
出
版
社
、
一
九
八
八
年
が
あ

る。

(
訂
)
川
勝
守
「
明
末
、
長
江
デ
ル
タ
祉
舎
と
荒
政
」

『
西
嶋
定
生
博
士
還

暦
記
念
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る

図
家
と
農
民
』

山
川
出
版
社
、
一
九

八
四
年。

(
犯
)
米
債
騰
貴
抑
制
策
と
し
て
は
、
買
い
占
め

・
圏
置
の
禁
止
、
米
市

・

米
切
手
質
問
貝
の
禁
止、

酒
造
制
限
他
が
、

米
債
引
き
上
げ
策
と
し
て

は
、
米
切
手
賀
買
の
許
可
、
諸
藩
へ
の
置
米
令
、
江
戸

・
大
坂
へ
の
廻

米
制
限
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
た
。
後
掲
註
(
印
)
、
参
照
。

(
印
)
本
庄
栄
治
郎
『
徳
川
幕
府
の
米
債
調
節
』
弘
文
堂
、

一
九
二
四
年
、

土
肥
鑑
高
『
近
世
米
穀
流
通
史
の
研
究
』

都
入
社
、
一
九
六
九
年
、
鈴

木
直
二
『
徳
川
時
代
の
米
穀
配
給
組
織
』
図
書
刊
行
舎
、
一
九
七
七
年

(原
著
は

一
九
三
七
年
)
、
原
田
敏
丸

・
宮
本
叉
郎
編
者
『
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
歴
史
の
な
か
の
物
債
|
|
前
工
業
化
社
舎
の
物
債
と
怒
済
設
展

|

|
』
同
文
舘
、
一
九
八
五
年
、
他
、

参
照
。

(ω
〉
則
松
、
前
掲
論
文
、
二
三
五
、
二
四

O
頁
。
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〈
引
出
〉
黒
田
、
前
掲
論
文
、
五
、
一
四
頁
。

(
臼
)
安
部
、
前
掲
書
、
四
九
六
頁
、
則
松
、
前
掲
論
文
、
二
三
五
J
一一一一一

六
頁
。

(臼〉

岸
本
、
前
掲
論
文
、
二
一
一
貝。

(
臼
〉
徳
武
彦
「
乾
隆
初
期
の
通
貨
政
策
|
|
直
隷
省
を
中
心
と
し
て

|
|
」
『
九
州
大
皐
東
洋
史
論
集
』

一
八
説
、
一
九
九

O
年
が
、
経
済

政
策
に
関
わ
る
中
央
と
地
方
を
問
題
に
し
て
い
る
。

(
回
)
岸
本
、
前
掲
論
文
、
三
一
頁
。

(
前
)

『
高
宗
賓
録
』
巻
九
一
九
。
こ
の
上
識
は
、
鈴
木
、
前
掲
書
、
五
八

頁
の
註
に
お
い
て
、
既
に
簡
略
な
が
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
註

(
回
)
の
上
識
も
然
り
。

(
釘
)
奏
摺
本
文
と
は
別
に
添
付
さ
れ
た
、
米
・
褒
等
の
債
格
を
記
し
た
清

車
の
こ
と
。
官
僚
に
よ
る
米
債
報
告
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

目白ロ・

間
宮
口
問
。

E
g
g品
目

白

n
r
R内
田
〉
・
ヌ

5
5・
h
h
t
A
目
。
主
主
担
町
内

ミ
ミ
ど
な

g
n同
吋

E
n
ti-
-
h浦
野

he
言
、
ミ
町
内
民
吉
。
三

国
民
〈
阻
止

C
巳
〈
・
司
『
・・
。
自
国

FFL問
。
玄

g
同・
2
品
「
o
ロ
品
。
ロ
忌
吋
印
・

に
詳
し
い
。

(
回
〉
『
一回
向
宗
貫
録
』
昌
也
九
四
八
。

293 

(
印
)
同
右
、
巻
一
八
九
、
乾
隆
八
年
四
月
己
亥
上
議
、
お
よ
び
巻
三

O

四
、
乾
隆
二
一
年
一
二
月
戊
辰
上
議。

(
均
)

則
松
、
前
掲
論
文
、
二
二
七
J
二
二
九
頁。

(
礼
)
同
治
四
年
〈

一
八
六
五
〉
刊
『
戸
部
則
例
』
巻
八
三
、
錫
仰
一

。

(η
〉

『
高
宗
貫
録
』
径

一
一
四
一
、
乾
隆
四
六
年
九
月
丁
卯
上
議
。

(
η
)
同
右
、
巻
三
九
三
。

(
九
)
則
松
、
前
掲
論
文
、
二
三
七
頁
。

(
万
)
得
衣
凌
『
明
清
時
代
一
商
人
及
商
業
資
本
』
人
民
出
版
社
(
北
京
)
、

一
九
五
六
年
、
二

O
三
J
二
O
四
頁
、
李
鵬
年
「
略
論
乾
隆
年
開
従
濯

羅
運
米
進
口
」

『
歴
史
楢
案
』

一
九
八
五
年
三
期
、
三
木
聴
「
抗
租
と

阻
米
i

|明
末
清
初
期
の
一
繭
建
を
中
心
と
し
て

l
l
」
『
東
洋
史
研

究
』
四
五
径
四
鋭
、
一
九
八
七
年
、
三
七
J
三
八
頁
。

(
府
内
)
劉
、
前
掲
書
、
六
五
頁
。

(
け
〉
川
勝
守

「清
、
乾
隆
期
雲
南
銅
の
京
運
問
題
」

『
九
州
大
塵
東
洋
史

論
集
』

一
七
抗
、
一
九
八
九
年
は
、
雲
南
銅
、
貴
川
鉛
、
湖
南
黒
鉛
、

庚
東
錫
が
何
れ
も
漢
口
に
集
積
さ
れ
た
上、

長
江
と
大
運
河
を
通
じ
て

北
京
に
搬
運
さ
れ
る
ル
l
ト
を
遜
っ
た
た
め
、
蘇
州
が
右
の

ル
l
ト
か

ら
外
さ
れ
た
と
い
う
興
味
深
い
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。
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ZHOU MI 周密AND NEO-CONFUCIAN ORTHODOXY

　　　　　　　　　　　

(ＤＡＯＸＵＥ道學)

ISHIDA Hajime

　　

Zhou Mi 周密, who lived in the transition period from Song 宋to

Yuan元and was the author of the Ｑｉｄｏｎｇｙｅｙｕ　＾東野語,the ｄｕiｘinｚａｓhi

葵辛雑識, and so on, took consistently ａ critical attitude toward The Neo-

Confusian Ｏｒthodoｘｙ(Ｄａｏｘｕｅ道學)ofSouthern Song 南宋in his writings.

relying on his library and family learning both handed down to him

from his great-grandfather, Zhou Mi 周秘, and under the influence of his

relatives, the Zhangs 章氏and the Yangs 楊氏. The Orthodox loathed

Zhou Mi and tried to conceal his arguments. The main points of Zhou's

criticism were the unrealistic scholarship of the Orthodox and their way

of life. In the literary aspect, Zhou Mi belonged to the Suxue 蘇學. It

was natural that Zhou Mi, having witnessed the revolution from Song

to Yuan, connected the decline of Southern Song with the superficial and

conservative ｏｒthodoχ. We can assume that Zhou's criticism was repres-

entative of the opinion held by some in his contemporary literary world･

In order to place the Zhuziχue 朱子學adequately in the history of Southern

Song, it is necessary to analyse the anti-Orthodoχ thinkers like Zhou Mi

as well as to examine various tides of ideas of Southern Song.

　　

THE PROBLEM OF FOOD IN WESTERN ZHEJIANG

PROVINCE DURING THE MIDDLE OF THE QING PERIOD

NORIMATSU Akifumi

　　

From the 16th century 3 prefecturesof Western Zhejiang 浙江province

―Hangzhou杭州, Jiaxing嘉興and Huzhou 湖州, namely Zhexi浙西－

　　　　　　　　　　　　　　　

－２－



depended for their own demand upon the rice which was produced in the

areas around the upper and middle stream of Changjiang 長江and then

was transported to them via Jiangsu 江蘇and Suzhou 蘇州. This supply-

demand relationship brought this region short-term rises in the price of

rice under the influence of some elements on the part of the circulation

system｡

　　　

To keep the rising control,the local government of Zheiiang had to

take great measures. among which of greatimportance were food circulation

management

　

policiesｅχecuted under its own direction. Finally, in the

24th year of the Qianlong 乾隆, it introduced ａ new rice-supply system

through which Zhexi would receive stored rice of Fujian 扁建, the latter's

loss being made up for with rice from Taiwan mm. This new system

was to 丘χitselfin　Zheχｉand grow into ａ second constant rice-supply

route employed by the local government, with the resultthat the importance

of the Changiiang route turned out to be relativelyplayed down.

ＱＡＬ‘ＡAND MADINA IN THE llTH CENTURY HALAB

　　　　　　　　　　　　

Taniguchi Junichi

　　

In the 11th　century the function　of the ｑa1‘ａof Halab (Aleppo)

changed from that of ａ purely military installation to ａ residence of rulers.

A Hamdanid ghulam Ｍａ§Or,who ruled Halab at the beginning of that

century, had his palace within the madina and garrisoned the qa1‘ａ. Ho-

wever, most Mirdasid rulers (1025-80) used the qal‘ａas their residence.

　　

The main reason for this change was ａ transformation of the situation

within the madina. During the period of Mansur the citizens of Salab

had no military force with which they could have resisted their ruler. In

the Mirdasid era, however, the ahdath, a kind of urban militia, gained ａ

measure of control over rulers within the madlna. The ahdath of Halab

armed themselves and consisted of not only citizens but also Hamdanid

ghulam soldiers, and their leader Salim was at one time a high ranking

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－


